
 

 

 

 

 

 

 

運動会本番に向けて 

 いよいよ今週末の２３日（土）は「男川分散運動会」です。昨年は、

各学年の体育的発表となり、「運動会」が開催できませんでした。し

かし、今年は、現在、新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いてき

ており、「運動会」が行えることを大変うれしく思います。 

 先週１４日（木）に、運動会「下見の会」を行いました。どの学年

も、練習時間が限られる中でも集中して練習を重ね、順調に演技が仕

上がってきていることを実感しました。本番の演技に大いに期待が高

まります。２３日（土）には、お子さんの輝く笑顔と生き生きと躍動する姿をぜひご覧ください。 
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シリーズ「東京オリンピック」⑦ ～スポーツとは「楽しむ」こと～ 

 シリーズ第７回は、スケートボード・男子ストリートに注目します。スケートボードは、今回から取

り入れられた新競技で、堀米雄斗選手が初代金メダリストとして歴史にその名を刻みました。しかし、

このスケートボードの決勝戦を見ていて感じたのですが、出場した選手から

は「何としてもメダルを取らねば」という悲壮感のようなものが全く伝わっ

てきませんでした。どの国の選手も、自分の持てる高難度の技にトライし、

それが成功しても失敗しても互いに称え合うという姿に清々しさを覚えま

した。試合後のインタビューで、堀米選手は「自分のスケートスタイルをど

う言い表しますか？」という問いかけに対し、「とりあえず、楽しんでいま

す」と答えています。「とりあえず」というのは、堀米選手が謙遜して付け

加えた言葉だと思いますが、とにかく彼のスケートボードに向かう姿勢が

「楽しむ」ことにあるのは確かでしょう。 

スポーツ（sports）の語源は、ラテン語の deportare に由来するそうです。ラテン語の deと portare

は英語の away と carry に相当し、「あるところから別の場所に運ぶ」という本来の意味が「気分を晴ら

す」ということに転じ、さらにそれが中世の英語の disport（楽しむ、遊ぶ）の元となったようです。

つまり、スポーツは「楽しむこと」がその原点にあるのです。今回のオリンピック選手の中には、メダ

ル獲得を期待され過ぎたために、その重圧から自分の競技が嫌いになってしまい、メダルを逃した選手

もいました。これは、スポーツ本来の「楽しむ」という目的を見失い、「メダル獲得」という勝負に強く

とらわれてしまったからだと思います。その点、堀米選手は「楽しむ」ことを第一に考えたからこそ、

自分で納得のいく技を披露することができ、その結果、金メダルを手にすることができたのでしょう。 

今週末の運動会に向け、男川っ子は、毎日はつらつと練習を重ねています。正に、体を動かすことを

存分に「楽しんで」いるようです。本番での活躍が待ち遠しいですね・・・。 
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▲「下見の会」での低学年の演技 


